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むつ市議会第２５０回定例会会議録 第５号

令和３年１２月８日（水曜日）午前１０時開議議事日程 第５号

◎諸般の報告

【議案質疑、委員会付託、一部採決】

第１ 議案第78号 むつ市立学校設置条例の一部を改正する条例

第２ 議案第79号 むつ市国民健康保険条例の一部を改正する条例

第３ 議案第80号 指定管理者の指定について

（むつ市介護老人保健施設やげんの指定管理者を指定するためのもの）

第４ 議案第81号 指定管理者の指定について

（むつ市ウェルネスパーク外１施設の指定管理者を指定するためのもの）

第５ 議案第82号 指定管理者の指定について

（むつ市営宮後牧野外４施設の指定管理者を指定するためのもの）

第６ 議案第83号 指定管理者の指定の変更について

（下北文化会館の指定管理者の指定の期間を変更するためのもの）

第７ 議案第84号 市道路線の認定について

第８ 議案第85号 市道路線の変更について

第９ 議案第86号 むつ市固定資産評価審査委員会の委員に選任する者につき同意を求めることについて

第10 議案第87号 むつ市固定資産評価審査委員会の委員に選任する者につき同意を求めることについて

第11 議案第88号 令和３年度むつ市一般会計補正予算

第12 議案第89号 令和３年度むつ市国民健康保険特別会計補正予算

第13 報告第27号 令和２年度むつ市健全化判断比率の修正について

第14 報告第28号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第15 報告第29号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

【議案上程、提案理由説明、質疑、討論、採決】

第16 議案第90号 令和３年度むつ市一般会計補正予算

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（大瀧次男） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は22人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（大瀧次男） 議事に入る前に諸般の報告を

行います。

12月６日、市長から、今定例会に議案１件を追

加提案したい旨の申入れがあり、先ほど開催した

議会運営委員会で、本日の議事日程の最後にこれ

を上程し、審議することが決定されておりますの

で、ご報告いたします。

〇議長（大瀧次男） 本日の会議は議事日程第５号

により議事を進めます。

◎日程第１～日程第15 議案質疑、委

員会付託、一部採決

◇議案第７８号

〇議長（大瀧次男） 日程第１ 議案第78号 むつ

市立学校設置条例の一部を改正する条例を議題と

いたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第78号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第78号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第７９号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第２ 議案第79

号 むつ市国民健康保険条例の一部を改正する条

例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第79号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第79号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第８０号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第３ 議案第80

号 指定管理者の指定についてを議題といたしま

す。

本案は、むつ市介護老人保健施設やげんの指定

管理者を指定するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第80号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第80号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第８１号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第４ 議案第81

号 指定管理者の指定についてを議題といたしま
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す。

本案は、むつ市ウェルネスパーク外１施設の指

定管理者を指定するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第81号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第81号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第８２号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第５ 議案第82

号 指定管理者の指定についてを議題といたしま

す。

本案は、むつ市営宮後牧野外４施設の指定管理

者を指定するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第82号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第82号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第８３号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第６ 議案第83

号 指定管理者の指定の変更についてを議題とい

たします。

本案は、下北文化会館の指定管理者の指定の期

間を変更するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第83号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第83号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第８４号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第７ 議案第84

号 市道路線の認定についてを議題といたしま

す。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第84号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第84号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第８５号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第８ 議案第85

号 市道路線の変更についてを議題といたしま

す。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第85号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第85号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。
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◇議案第８６号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第９ 議案第86

号 むつ市固定資産評価審査委員会の委員に選任

する者につき同意を求めることについてを議題と

いたします。

本案は、本年12月22日をもって任期満了となる

むつ市固定資産評価審査委員会の委員に川向常寛

氏を選任することについて議会の同意を求めるた

めのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第86号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第86号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第86号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案は、これに同意することにご異議ありませ

んか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第86号は、これに同意することに決定い

たしました。

◇議案第８７号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第10 議案第87

号 むつ市固定資産評価審査委員会の委員に選任

する者につき同意を求めることについてを議題と

いたします。

本案は、本年12月22日をもって任期満了となる

むつ市固定資産評価審査委員会の委員に鴨澤信幸

氏を選任することについて議会の同意を求めるた

めのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第87号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第87号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第87号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案は、これに同意することにご異議ありませ

んか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第87号は、これに同意することに決定い

たしました。

◇議案第８８号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第11 議案第88

号 令和３年度むつ市一般会計補正予算を議題と

いたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。20番浅利竹二郎議員。

（ ） 、〇20番 浅利竹二郎 補正予算書のうちの第２表
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繰越明許費中の土木費、道路整備事業費の浜通線

融雪溝整備事業の、これの繰越明許費を設定した

理由はなぜか、お尋ねします。

〇議長（大瀧次男） 都市整備部長。

〇都市整備部長（中里 敬） お答えいたします。

道路に埋設されている通信設備が設置する融雪

溝に干渉することから、これらの移設等に時間を

要するため繰越しをするものであります。

〇議長（大瀧次男） 20番。

〇20番（浅利竹二郎） このことで、事業全体計画

の変更等はあるのでしょうか。

〇議長（大瀧次男） 都市整備部長。

（ ） 、〇都市整備部長 中里 敬 通信事業者との協議

調整を要することから、各年度の工事配分は変更

いたしますが、現時点では令和６年度の完成時期

に影響はありませんので、ご理解を賜りたいと存

じます。

〇議長（大瀧次男） これで浅利竹二郎議員の質疑

を終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第88号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第88号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第88号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第88号は原案のとおり可決されました。

◇議案第８９号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第12 議案第89

号 令和３年度むつ市国民健康保険特別会計補正

予算を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第89号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第89号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇報告第２７号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第13 報告第27

号 令和２年度むつ市健全化判断比率の修正につ

いてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で報告第27号の質疑を終わります。

報告第27号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第２８号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第14 報告第28

号 専決処分した事項の報告についてを議題とい

たします。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに
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ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で報告第28号の質疑を終わります。

報告第28号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第２９号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第15 報告第29

号 専決処分した事項の報告についてを議題とい

たします。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で報告第29号の質疑を終わります。

報告第29号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◎日程第16 議案上程、提案理由説明、

質疑、討論、採決

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第16 議案第90

号 令和３年度むつ市一般会計補正予算を議題と

いたします。

市長から提案理由の説明を求めます。市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） おはようございます。ただ

いま追加上程されました議案第90号 令和３年度

むつ市一般会計補正予算について、提案理由及び

内容の概要をご説明申し上げ、ご審議の参考に供

したいと存じます。

本案は、３億8,583万4,000円の増額補正であり

、 、まして これにより補正後の歳入歳出予算総額は

411億1,620万円となります。

まず、歳出についてでありますが、民生費に子

育て世帯への臨時特別給付金事業費を計上してお

ります。

これは、先行給付金として、一定の所得制限の

下、０歳から高校３年生までの子ども１人当たり

、 。５万円を 年内を目途に支給するものであります

次に、歳入についてでありますが、国庫支出金

に歳出との関連において子育て世帯等臨時特別支

援事業費補助金の交付見込額を計上しておりま

す。

以上をもちまして、追加上程されました議案に

ついて、その大要を申し上げましたが、細部につ

きましては、議事の進行に伴いましてご質問によ

り詳細ご説明申し上げます。

何とぞ慎重ご審議の上、原案どおり御議決賜り

ますようお願い申し上げる次第であります。

〇議長（大瀧次男） これで提案理由の説明を終わ

ります。

ただいま上程されました議案については、この

後質疑、討論、採決を行いますが、ここで議事整

、 。理のため 午前10時35分まで暫時休憩いたします

午前１０時１６分 休憩

午前１０時３５分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◇議案第９０号

〇議長（大瀧次男） これより議案第90号 令和３

年度むつ市一般会計補正予算に対し質疑に入りま

す。
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質疑の通告がありますので発言を許可します。

５番野中貴健議員。

〇５番（野中貴健） 議案第90号 令和３年度むつ

市一般会計補正予算について質疑いたします。

子育て世帯への臨時特別給付金ということです

けれども、今現在むつ市に対して国からの通達と

いいますか、そういう状況がどういう形で通達が

来ているのか。あとは、その給付金のこれからす

る給付方法等、今分かっている時点でお伝えくだ

さい。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

通知の状況といいますか、12月３日に自治体向

けの説明会というか、説明資料が配付をされてお

ります。この中では、11月19日の閣議決定が引用

される形で 児童を養育している者の年収が960万、

以上の世帯を除き、ゼロ歳から高校３年生までの

子供たち１人当たり10万円相当の給付を行うと。

具体的には、子供１人当たり５万円の現金を迅

速に支給することとし、その際、中学生以下の子

供については新型コロナウイルス感染症対策予備

、 、費を措置し 児童手当の仕組みを活用することで

プッシュ型で年内に支給を開始する。これに加え

て来年春の卒業、入学、新学期に向けて子育てに

係る商品やサービスに利用できる子供１人当たり

５万円相当のクーポンを基本とした給付を行うと

いうような形で来ています。これに基づいて、今

回補正予算を提出させていただいておりまして、

むつ市といたしましては、まず５万円の給付につ

いては これは現金で 公務員の世帯を除き 12月、 、 、

27日に振り込むというような形で考えてございま

す。

残りの５万円分のところについては、クーポン

でということは書いていますが、この説明会の中

で例外的に現金も認められるというようなことも

書いてございましたので、私たちといたしまして

は、現金での給付を基本に考えていきたいと、こ

のように考えてございます。

〇議長（大瀧次男） ５番。

〇５番（野中貴健） むつ市では、クーポンではな

く現金でという考え方を確認できました。

それで、先ほど市長からありましたけれども、

所得制限、国からのやつはあるのですけれども、

このむつ市の独自と言ったら独自ですが、そこら

辺制限あるのかないのか、またあるとしても世帯

主もしくは世帯での合算なのか、そこら辺の件、

詳しくお願いします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 担当部長から答えてもいい

のですが、まず960万円以上の方々の例外はござ

いません。むつ市においては、960万円以下の方

々に給付をさせていただくということになってご

ざいます。

それから、夫婦といいますか、世帯の合算とい

うこともございません。その世帯主の給与、収入

が960万円ということのその上限での給付となり

ますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） ５番。

（ ） 、〇５番 野中貴健 今のは先行給付ですけれども

残りといいますか、次の給付予定といいますか、

今の段階で分かることがあればなのですけれど

も、例えばこれがもし３月とかに予定しているの

であれば、市役所のほうも決算時期で、年度末と

いうことでなかなか忙しいということもありま

す。またワクチン接種も始まるということで、大

変忙しい時期になると思いますけれども、この次

の給付予定の日にち等ありましたらお願いいたし

ます。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

今のお尋ねに対しては、結論からいくと未定で

ありますが、今回の給付金のその趣旨に鑑みます
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と、年度内に給付するということが必要だという

ふうに考えてございます。現金による給付を許容

するケースというのが自治体の説明会の中であり

まして、その中では令和４年６月末までにクーポ

ンの給付を開始することができない見込みである

場合に限りということで現金給付となっておりま

すので、恐らくそういう要件に我々の自治体は該

当すると思いますので、クーポンではなく現金で

給付をしたいと、このように考えてございます。

ちょっとお時間をいただいて、これ非常に重要

な問題ですので、クーポンを発行する場合、これ

だけ大変だということを少しお話をさせていただ

きます。

まず、クーポンを発行する場合には、クーポン

そのものを私たちが製作する必要があります、こ

れデザインも含めて。偽造防止の観点からのデザ

インも含めて作成する必要がある。さらに、クー

ポンを当然印刷する必要があります 国は 500円。 、

券でということを言っておりますので、１人分と

いうことでいくと、500円掛ける100枚、これ準備

しなければいけないということの印刷の手間があ

ります。もちろんお金もかかります。さらに、印

刷したものを4,780世帯、7,650人分、これ郵送し

ないといけないということで、まずクーポンを製

作、発行するということに関しても費用がかかり

ますし、人手もかかりますし、ミスも恐らくたく

さん出てくるというふうなことだと思います。

手間がかかるのは、クーポンの発行だけではな

くて、今度はクーポンを使えるお店の選定も必要

になります。クーポンが使えるお店を募集して選

定する必要がありますし、またそのお店の広報や

お知らせを市民の方々にする必要があります。さ

らに、お店側としてもクーポンをもらった後、換

金するという手間があります。ですから、これを

年明けてから、あるいは国の予算措置してから３

月までに準備するということは、ほぼほぼ不可能

であろうというふうに考えるわけです。

、 、もう一つは やはり受け取る側の子育ての世帯

これもやはり現金のほうがいいだろうというふう

に思います。そもそもむつ市内のみで学用品や子

供たちの学びのものを全てそろえるということ

は、基本的には現実的ではないと。例えばオンラ

インでＺ会とかそういうところがやっている学習

プログラムを購入するのに、それ使えないわけで

す。それまとまったお金があれば、そういうとこ

ろに１年分払えたりするわけです。ところが、そ

ういうのには使えないと。

転勤や単身赴任が多いむつ市です。自衛隊員の

皆さんのことを考えても、例えば単身赴任したお

父さんが１人だけこっちに来ていて、そのお父さ

んに子供３人いたら、むつ市でしか使えないクー

ポンが15万円そのお父さんに渡るだけで、横須賀

市や川崎市に住んでいる子供たちが学用品買えな

いのです、換金できませんから。ですから、そう

いうことも考えると、なかなかちょっと難しいで

あろうと。

何よりもクーポンというのはアナログなので

す、対応がデジタルではないと。私たち現金をみ

んなに配って回るわけではなくて、振り込むと一

発でデジタルでできるわけです。一瞬なのです、

人を特定すれば。ですから、そういう意味ではク

ーポンよりは現金のほうがいいだろうと。

クーポンでないときの問題というか、現金で払

うときの問題点も、これはあります。親が使い込

むとか、あるいは資産形成に当たる貯金してしま

うとか、あと学用品以外のものを購入するという

ことは、これはあるのですけれども、考えてみま

すと、最初５万円、ではどうなるのだという話が

、 、ありますし そもそも資産形成の話でいきますと

クーポンを渡されて、クーポンで使う分はもとも

とのお金を使わないわけですから、そっちは資産

形成に回るわけです。ですから、そんなにクーポ
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ンでないときの問題というのも、これほとんどな

いと思っていますので、手間も時間も財源もかか

らない現金のほうがいいというのは、これはもう

誰が見てもそのとおりだと思いますし、何よりも

現金はデジタル対応になりますので、そういう意

味では現金のほうを私たちとしては選んでいきた

いと、このように考えてございます。

〇議長（大瀧次男） これで野中貴健議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第90号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第90号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第90号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第90号は原案のとおり可決されました。

◎散会の宣告

〇議長（大瀧次男） 以上で、本日の日程は全部終

わりました。

お諮りいたします。明12月９日は常任委員会の

ため、12月10日及び12月13日から16日までは議事

整理のため休会したいと思います。これにご異議

ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、明12月９日は常任委員会のため、12月10日及

び12月13日から16日までは議事整理のため休会す

ることに決定いたしました。

、 、なお 12月11日及び12日は休日のため休会とし

12月17日は付託議案審議を行います。

本日はこれで散会いたします。

午前１０時４６分 散会
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